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富山市コンパクトシティ戦略によるCO2削減計画
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３－１ まちづくりの基本方針
３－２ 公共交通軸と居住を推進する

地区の設定
３－３ 公共交通の活性化による

コンパクトなまちづくりの目標設定

４．行政・市民・企業が一体となった取り組み

４－１ CO２削減の進め方と削減目標
４－２ コンパクトなまちづくりによる

ＣＯ２削減量の推計

５．富山市の主な取り組み内容

５－１ 鉄軌道を中心とした
公共交通の活性化

５－２ 中心市街地の活性化
５－３ リサイクルによる

新エネルギー の活用
５－４ 「チーム富山市」 による

エコ活動の推奨

６．富山型低炭素社会実現への課題
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１ 富山市の概況

○ ７市町村の合併により新「富山市」誕生（平成17年4月1日）

○ 人口は、富山県全体の約4割（417,465人）※H17.4.1

○ 面積は、富山県全体の約3割（1,241.85k㎡）

○ 海抜0m（富山湾）から2,986m（水晶岳▲）までの多様な地形

新「富山市」

旧大山町
旧八尾町

旧山田村

旧細入村

旧富山市

旧大沢野町

旧婦中町

は、鉄軌道を示す

▲

水晶岳

■富山県全図

新「富山市」

富山湾

富山市
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２ 富山市の都市特性

２－１ 低密度な市街地

（１）人口集中地区（DID)の変遷

昭和４５年ＤＩＤ

平成１２年ＤＩＤ

富山市 ４０．３人／ha

全国平均 ６７．１人／ha

東京都 １１５．３人／ha

○市街地の外延化により、県庁所在都市では全国で最も低密度（40.3人/ha）な市街地
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（２）市街地の面積の拡大と人口密度の推移

（３）人口集中地区（ＤＩＤ）の人口密度比較
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（１）乗用車保有台数の増加

（３）衰退する公共交通

普通車は1.4倍に増加（全国平均1.3倍）

２－２ 自動車交通への高い依存度

（利用者数） （系統数）

＜利用者の減少率＞1990年→2006年（１６年間）

ＪＲ ３３％減（2006年ＪＲ富山港線廃止）

私鉄 ４３％減

路面電車 ４６％減

路線バス ６７％減

⇒路線バスの系統数は過去１６年で約３割減少

236

169

３

軽自動車は6.5倍に増加（全国平均5.6倍）

（２）高い自動車分担率

全目的の72.2%、通勤目的の83.8%が自動車利用

１９９０年 ２００６年

普通車 １２７，２７６台 １８１，２９９台

軽自動車 １０，８２６台 ７０，１２２台

富山市の自動車保有台数の推移
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■市街地の人口密度と都市施設の維持管理費注）の関係

注）都市施設の維持管理費＝除雪、道路清掃、街区公園管理、下水道管渠管理費用

２－３ エネルギー多消費型の都市構造

○ごみ収集や、福祉サービス、郵便、宅配サービスなどの効率も低下

○道路、公園、下水道などの維持管理効率が低下

市街地の低密度化により、
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人口密度が低くなるほど、住民一
人当たりの維持・更新費用が高く
なる。

負担増

現状

出典：「富山市コンパクトなまちづくり調査研究報告書」
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○富山市では、1990年から2003年までにCO2排出量が約29％増加
○運輸部門の1人あたりのCO2排出量は、東京都の約３倍
○市街地の低密度化によるCO2排出量の増大は、地方都市共通の課題
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29%増加

運輸部門は増加

1990→2003 CO2排出量の増加率

全国 富山市

民生・業務 ＋ 36% ＋ 48%

民生・家庭 ＋ 32% ＋ 34%

運輸部門 ＋ 20% ＋ 28%

産業部門 ＋ 0% ＋ 23%

合計 ＋ 14% ＋ 29%

出典：2003年度の温室効果ガスの排出量について（環境省）

２－４ 富山市のCO2排出量

1人あたりの運輸部門CO2排出量（2003年）
全国 富山市 東京都23区

排出量(t/年) 260,000,000 1,086,000 7,227,669
H17国調人口（人） 127,767,994 421,239 8,489,653

1人あたり(t/年/人） 2.0 2.6 0.9
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富山市が目指すお団子と串の都市構造

串 ： 一定水準以上のサービス
レベルの公共交通

○ 鉄軌道をはじめとする公共交通を活性化させ、その沿線に居住、商業、業務、文化等の都市の諸

機能を集積させることにより、公共交通を軸とした拠点集中型のコンパクトなまちづくりを実現

３ 富山市都市マスタープラン（Ｈ２０．３策定）

３－１ まちづくりの基本方針

インナー
（都心部等）

ミッド（居住エリア）

アウター（開発抑制）

一般型

お団子 ： 串で結ばれた徒歩圏

目指している

都市構造が異なる

富山型
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○エリア ・駅から５００ｍ バス停から３００ｍ

○路線（合計１９路線）

・鉄軌道 ６路線（市内の路線全て）

・バス路線 １３路線（１日：６０本以上）

３－２ 公共交通軸と居住を推進する地区の設定

・全ての鉄軌道と利便性が一定水準以上のバ
スを「公共交通軸」として位置づけ、今後、活性
化を推進

・公共交通軸の沿線に「公共交通沿線居住推
進地区」を設定し、住宅助成などによりコンパ
クトなまちづくりを推進

市民向けの支援 事業者向けの支援

戸建住宅・

分譲マンショ

ンの取得に

対する補助
30万円

50万円 共同住宅

建設費補

助

70万円

100万円

/戸

【まちなか居住】

【公共交通沿線居住】

/戸

/戸 /戸
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■エリア（都心を含む）

・鉄軌道沿線 1,481ha （４路線）

・バス路線沿線 1,446ha
■人口密度

・鉄軌道沿線 45.8人/ha 
・バス路線沿線 34.4人/ha

公共交通活性化策

まちなか居住推進策 等

を実施

○公共交通のサービス水準や利便性を高め、「公共交通が便利な地域に住んでいる
市民の割合」を増やす。

注）国勢調査（H17）

サービス水準の向上
により、新たに便利な
公共交通沿線となる
人口

便利な公共交通沿線
に新たに引越してき
た人口

現 在

２０年後の全人口現在の全人口

将来（２０年後）

人口

約２８％

４２１,２３９人
３８９,５１０人

■エリア（都心を含む）

・鉄軌道沿線 2,043ha （６路線）

・バス路線沿線 1,446ha
■目標人口密度

・鉄軌道沿線 50人/ha 
・バス路線沿線 40人/ha

公共交通の便利な地域の
人口の割合＝約３割

現 在 将 来

１１７，５６０人

便利な公共交通
（鉄軌道、頻度の高
いバス路線）沿線
人口

約４２％

１６２,１８０人

１０８,７１０人

３３,０１０人

２０,４６０人

注）富山市将来人口推計報告書（H17）

約３割 約４割

３－３ 公共交通の活性化によるコンパクトなまちづくりの目標設定

公共交通の便利な地域の
人口の割合＝約４割

※２路線が利便化※５0本超/日
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４ 行政・市民・企業が一体となった取り組み

４－１ CO2削減の進め方と削減目標

富山市（行政）

企 業

・富山市は公共交通の活性化を推進

・まちなか居住への支援

など

・公共交通活性化に対する資金的支援

・通勤などでの公共交通の利用促進

・エコ商品の開発･普及などのエコ企業

活動の推進 など

・公共交通の積極的な利用

・まちなかへの住み替え

・ゴミの減量化などのエコライフの推進

・森林ボランティアなどへの積極的な参加

など

市 民

行政・市民・企業が一体となってCO2削減を実践

①CO2削減の進め方

②CO2削減目標 （対2010年比）

③コンパクトなまちづくりと一体となったエコライフの推進

④コンパクトなまちづくりと一体となったエコ企業活動の推進

②中心市街地や公共交通沿線への機能集積の推進

①公共交通の活性化

取組方針 長期目標(2050年)中期目標(2030年)

50%減

（▲2,077,150 t）

30%減

（▲1,246,290 t）
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自動車分担率
      の減少

自動車トリップ長
          の減少

渋滞緩和による
      燃費向上

（千t-CO2/年）

20％減

6％減

7％減

○自動車利用の減少や移動距離の短縮化などにより、自動車交通量が減少し渋滞が緩和
○この結果、2030年の運輸部門のCO2排出量は対2010年比で33％減少

運輸部門の中期削減目標 ＝ 30％減
（2010年→2030年）

４－２ コンパクトなまちづくりによる運輸部門のCO2削減量の推計
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路線概要

■軌道区間 ■鉄道区間

○ 利用者の減少が続く地方ローカル鉄道を、公設民営の考え方を導入し行政が関与して、
運行本数の大幅増加や新型車両の導入、電停等のバリアフリー化、トータルデザイン等
により、全国初の本格的ＬＲＴシステムに蘇らせた取り組み

区 間 ： 富山駅北～岩瀬浜

延 長 ： 7.6ｋｍ（鉄道区間 6.5ｋｍ、軌道区間 1.1ｋｍ）

電停数 ： １３

車両数 ： ７編成（２両１編成）

所要時間 ： 約２５分

５ 富山市の主な取り組み内容

（１）富山港線のＬＲＴ化

５－１ 鉄軌道を中心とした公共交通の活性化
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■ 富山地方鉄道 市内電車の概要
・路線延長：６．４ｋｍ ・電停：２０箇所
・車両数：１７両 ・運賃：２００円均一 ・系統：２系統
・運行間隔：５～１０分
・乗客数：１０，０１６人／日（Ｈ１７）

■市内電車環状線化（延伸）計画概要

・延長：約０．９ｋｍ（環状区間 約３．５ｋｍ）
・軌道：単線 （将来の複線を考慮）
・電停：延伸区間に３箇所新設
・運行計画：
既存２系統に反時計周りの片方向循環

運行を追加
・運行間隔：１０～１５分程度とする
・車両：新たに低床車両を導入する

平成19年度末着工
平成21年12月完成予定

■市内電車と環状線化計画の概要

○ 中心市街地の活性化と回遊性の強化等を目的として、市内電車の一部を延伸し、
環状線化を図るもので、全国初の上下分離方式により、市が軌道施設の整備を行う。

（２）市内電車環状線化事業

延伸区間
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（３）ＬＲＴネットワーク構想

LRTネットワークの将来像

・富山ライトレール ７．６ｋｍ

・地鉄市内電車 ６．４ｋｍ

・環状線化 ０．９ｋｍ

・南北接続 ０．３ｋｍ

・上滝線乗入れ １０．１ｋｍ

合計 ２５．３ｋｍ

至 上滝

南富山駅
一体ホーム

路面電車
乗入れ

地鉄不二越・上滝線市内軌道線

乗入線

鉄道線
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中心市街地活性化事業（中心市街地活性化基本計画に位置づけた２７事業）

● 公共交通の利便性の向上

● 賑わい拠点の創出

● まちなか居住の推進

三
本
柱

●城址公園整備事業●グランドプラザ整備運営事業
●総曲輪通り南地区第一種
市街地再開発事業
（大和富山店）

○中心市街地の魅力を高めることで、まちなか居住を推進する

５－２ 中心市街地の活性化

●中心市街地活性化
コミュニティバス運行事業

●富山駅周辺地区土地
区画整理事業

●堤町通り一丁目地区
優良建築物整備事業

●富山駅付近連続立体
交差事業

など２７事業
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（１）エコタウン産業団地の概要

自動車
リサイクル施設

難処理繊維及び
混合廃プラスチック

リサイクル施設

ハイブリッド型
廃プラスチック
リサイクル施設

生ごみ及び剪定枝
リサイクル施設

木質系廃棄物
リサイクル施設

廃食用油
リサイクル施設

廃棄物
エネルギーセン
ター建設用地

面積：約18ha
事業開始：H14.5承認
立地企業数：6企業

５－３ リサイクルによる新エネルギーの活用 （エコタウン産業団地での取り組み）

15
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（２）廃食用油リサイクル施設（富山ＢＤＦ株式会社）

○ 廃食用油を原料として軽油代替燃料であるバイオディーゼル燃料（ＢＤＦ）を製造する。

廃食用油
ＢＤＦ（100％ＢＤＦ燃料）

・民間運送事業車
・市清掃車・市エコタウンバス年間二酸化炭素削減量 2,459ｔ

処理能力 年間９６０Ｋｌ

（３）生ゴミ及び剪定枝リサイクル施設（富山グリーンフードリサイクル株式会社）

○ 食品廃棄物をメタン発酵させ、発生したバイオガスにより発電して電気エネルギーとして利用する。
○ メタン発酵の過程で生じる発酵廃液を剪定枝などの堆肥化に有効利用する。

処理能力 生ごみ：年間７，３２０ｔ
（バイオガス発生量：２，５００㎥/日）

剪定枝：年間４，５３６ｔ
生ごみ・剪定枝

土壌改良材
・農業
・造園業者等

年間二酸化炭素削減量 1,118ｔ

（４）難処理繊維及び混合廃プラスチックリサイクル施設（株式会社エコ・マインド）

○ 廃棄物を主原料として、品質の安定した石炭代替燃料である固形燃料（ＲＰＦ）を製造する。

処理能力 年間１５，０００ｔ繊維廃棄物、紙
廃プラスチック 等

ＲＰＦ（石炭代替燃料）

・製紙工場等年間二酸化炭素削減量 34,761ｔ

（５） 廃棄物エネルギーセンター（石崎産業株式会社）※H22年度稼動予定

○産業廃棄物、事業系一般廃棄物などを焼却し、その熱エネルギーで高効率発電を行い、余剰
電力を電力会社に売電するとともに、金属、スラグなどを資源として回収する。

電気

・電力会社
金属、スラグ

・建設会社 ・精錬所等

産業･一般廃棄物
焼却灰、汚泥 等 年間二酸化炭素削減量 11,700ｔ

処理能力（計画値） 抑制燃焼式ｷﾙﾝｽﾄｰｶ炉 １３５ｔ/日
（高効率発電：４，０００ｋＷｈ） 電気式溶融炉：１０ｔ/日
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●広報、メンバー募集活動

●PR、イベント開催、表彰

●情報交換、メンバー同士
のコーディネート

５-４ 「チーム富山市」によるエコ活動の推奨

○ 行政･市民･企業等が、自主的にチームを結成し、創意工夫型の温暖化防止行動と

その目標を掲げ、市長がキャプテンを務めるエコ活動組織「チーム富山市」の一員とな

り、市民総参加型の温暖化防止活動を展開する。

グループ

事業所

団　体

学　校

自治会

企　業

キャプテン

マネージャー

メンバー

メンバー
メンバー

メンバー

メンバーメンバー

市　長

運営事務局

●地球温暖化について
「知る、広める」

●温暖化防止のために
できることを
「考える、話し合う」

●自主的に地域や職場
でチームを結成して
「参加する」

市民・企業

参加
行動

市(事務局)

連携
支援

209チーム 15,536人
平成20年11月28日登録状況

Ⅰ 省エネルギー対策の推進
Ⅱ 運輸・交通対策の推進
Ⅲ 新エネルギー等の活用
Ⅳ ５Ｒの推進（Reduce:抑制、Reuse:再使用

Recycle:再生利用、Refuse:断る、Repair:修理)

Ⅴ 森林保全・緑化の推進

【「チーム富山市」の重点５項目】
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①生活の質と低炭素化とのバランス

②経済産業の発展と低炭素化とのバランス

③温暖化問題に対する危機意識の醸成

・過度な車への依存・大量消費・廃棄は改めなければならないが、「我慢」だけでは限界

⇒満足度の高い暮らしが低炭素社会につながるアプローチ

：歩いて暮らせる、安全・安心、快適性の確保との連携など

・長期的にはメリットがあるとわかっていても、短期的な財源制約により改善のため
の設備投資が進まない

⇒利用しやすい支援制度の構築： 補助・融資・税制など

・早期の対策が効果的かつ経済的であることを理解することが重要（先送りをしない）

⇒いかにライフスタイルの転換を図るか

市民運動による点から面への展開が必要

：人材育成、情報発信など

富山型低炭素社会実現への課題


